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看護職員募集看護職員募集

あなたの支えは何ですか？　私たちの支えは、「あなた」です。

ご応募・お問い合わせ先

TEL.0779-88-0350
〒911-8558
福井県勝山市長山町2丁目6番21号
（福井勝山総合病院 総務企画）

福井勝山総合病院
独立行政法人地域医療機能推進機構

JCHO：ジェイコー

教　育　体　制

研　修　施　設

保育施設完備
【卒後教育】
新人看護職員卒後臨床研修制度
プリセプターシップ制

独立行政法人地域医療機能推進機構研修センター（千葉）

保育施設完備
で子育ても安
心な環境です。

【継続教育】
オンデマンド研修
院内・院外研修
パートナーシップ・ナーシング・システム

●看護職を目指す学生さんは
　奨学金制度をご利用下さい。

日本医療機能評価機構
認定第JC923-2 号

　平成26年4月1日より福井社会保険病院から名称が変わり独立行政法人地域医
療機能推進機構（JCHO：ジェイコー）福井勝山総合病院になりました。
　さらに地域から信頼される病院となるよう努めてまいります。

九頭竜川清掃活動10年目を迎えて

　5月25日に行われた九頭竜川の清掃活動
「クリーンアップ九頭竜川」が今年で10年目
を迎えました。主催者である勝山青年会議所
理事長の松井さんは「年々参加者が増えて、
今年は約1,200人に参加いただきました。5
年前に比べると、参加人数は増えているのに、
集まるゴミは減っています。市民の皆さんの
意識が高まってきているなと感じます。」今
後の展望についてお聞きすると「現在は年1
回のイベントですが、これが企業・団体・市
民が自主的に普段から活動してもらえるよう
になることが理想です。」とのこと。
　また、九頭竜川清掃は広域での活動が重要
です。坂井市で同様の活動をしている団体の
フォーラムで活動発表を行うそうです。

　子どもの頃からゴミを川などに捨てない意
識を持ってもらうため、市内小学校５・6年
生を対象に環境標語コンクールを実施し、優
秀作品は連凧にして9月に弁天グラウンドで
揚げる計画を立てているそうです。「川に来
て、見て、知ってほしい。」と話しました。

松
まつ
井
い
　朋
とも
樹
き
 さん（40）

＝滝波町5丁目＝

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい
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■
中
学
校
の
河
川
清
掃
活
動

•
勝
山
中
部
中
学
校

　

５
月
22
日
に
勝
山
中
部
中
学
校

の
３
年
生
77
人
が
、
校
舎
横
を
流

れ
る
浄
土
寺
川
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
清
掃
活
動
の
ほ
か
に
、
川

の
き
れ
い
さ
の
目
安
と
な
る
環
境

指
標
生
物
の
採
取
・
観
察
も
行
い

ま
し
た
。

•
勝
山
北
部
中
学
校

　

上
記
の
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
九

頭
竜
川
２
０
１
４
」
に
勝
山
北
部

中
学
校
の
全
学
年
1
1
0
人
と
、

保
護
者
・
先
生
合
わ
せ
て
約

2
2
0
人
が
参
加
し
て
清
掃
活
動

を
行
い
、
分
別
し
た
ご
み
の
傾
向

調
査
も
行
い
ま
し
た
。

環 境 特 集

■
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
九
頭
竜
川

　

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
た
「
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
九
頭
竜
川
」（
勝

山
青
年
会
議
所
主
催
）
は
、
５
月

25
日
に
市
内
九
頭
竜
川
流
域
の
７

会
場
で
開
催
さ
れ
、
約
1
2
0
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
集
め
ら
れ
た
ご
み
の
量
は

約
2
0
0
0
㎏
で
、
昨
年
よ
り

1
0
0
㎏
減
り
、
一
昨
年
か
ら
は

1
0
0
0
㎏
以
上
減
り
ま
し
た
。

　

確
実
に
ご
み
は
減
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
川
に
ご
み
を

捨
て
る
人
は
い
な
く
な
り
ま
せ

ん
。
ビ
ー
ル
・
コ
ー
ヒ
ー
の
空
き

缶
が
目
立
つ
た
め
、
特
に
大
人
へ

の
啓
発
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

勝山中部中学校勝山中部中学校

勝山北部中学校勝山北部中学校

勝山南部中学校勝山南部中学校

•
勝
山
南
部
中
学
校

　

６
月
５
日
に
勝
山
南
部
中
学
校

の
２
年
生
79
人
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
横

の
淀
川
の
清
掃
を
地
元
住
民
の
方

と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
集
し
た
ご
み
の
分
別

も
行
い
ま
し
た
。

河
川
の
清
掃
活
動

河河河
川川川川
のののの
清清清清
掃掃掃掃掃掃
活活活活活
動動動動
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勝山の自然自然を未来の子どもたちへ
環 境 特 集

～持続可能な社会の実現のために～

　

勝
山
市
で
は
豊
か
な
自
然
を
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
赤
と
ん
ぼ
が
た
く
さ
ん
舞
っ
て

い
る
』『
ホ
タ
ル
が
街
中
で
も
見

ら
れ
る
』
な
ど
、
こ
れ
ら
は
都
会

で
は
決
し
て
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
宝
物
で
す
。

　

し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
ど

こ
ま
で
こ
の
自
然
の
貴
重
さ
・
希

少
さ
を
理
解
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

　

自
然
は
き
ち
ん
と
保
護
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
い
と
も
簡
単
に
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
経
済
活
動

最
優
先
の
社
会
か
ら
、
人
間
と
自

然
、
そ
し
て
社
会
が
調
和
し
て
共

存
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
環
境

に
つ
い
て
学
習
し
、
実
践
し
て
考

え
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
も
う
ひ
と

つ
先
の
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
勝

山
の
自
然
を
残
す
こ
と
が
で
き
、

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
今
月

号
で
は
、
勝
山
市
で
行
わ
れ
て
い

る
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
の
中

か
ら
、
河
川
清
掃
や
環
境
教
育
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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■
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進

　

勝
山
市
の
全
小
中
学
校
が
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
正
式
加
盟
し
ま

し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
発

展
の
た
め
の
教
育
）
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
将
来
生
き
て
い
く
う
え
で

必
要
な
力
を
身
に
つ
け
る
と
と
も

に
、
よ
り
良
い
社
会
づ
く
り
を
担

え
る
よ
う
な
教
育
を
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。

　

さ
て
、
つ
い
先
日
、
勝
山
市
は

こ
の
ま
ま
の
人
口
流
出
が
続
く
場

合
、
2
0
4
0
年
ま
で
に
人
口
が

今
よ
り
約
1
万
人
減
少
す
る
う

え
、
特
に
子
ど
も
を
産
め
る
女
性

が
減
る
こ
と
か
ら
消
滅
の
可
能
性

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
Ｅ

Ｓ
Ｄ
は
勝
山
市
そ
の
も
の
の
持
続

可
能
性
を
高
め
る
う
え
で
も
、
重

要
な
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■
勝
山
の
魅
力
を
知
る

　

具
体
的
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

身
近
な
魅
力
や
課
題
を
発
見
し
、

勝
山
で
生
き
る
こ
と
に
誇
り
を
持

つ
こ
と
と
、
さ
ら
に
勝
山
を
良
く

す
る
た
め
に
、
大
人
に
発
信
し
、

自
ら
行
動
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
人
に
は
当
た
り
前

で
あ
っ
た
赤
と
ん
ぼ
や
ホ
タ
ル

は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
慢
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
全
国
で
激
減
し

て
い
る
の
に
、
赤
と
ん
ぼ
は
勝
山

で
は
た
く
さ
ん
生
息
し
て
お
り
、

子
ど
も
や
市
民
調
査
員
に
よ
る
保

全
活
動
が
全
国
的
に
有
名
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
ホ
タ
ル
の
魅
力

　

ま
た
、
６
月
21
日
に
は
ホ
タ
ル

サ
ミ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
ホ
タ
ル
研

究
の
全
国
大
会
が
行
わ
れ
る
ほ
ど

勝
山
に
ホ
タ
ル
が
多
い
こ
と
を
ご

存
知
で
し
た
か
？
10
種
も
の
ホ
タ

ル
が
生
息
し
、
福
井
で
最
も
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
が
多
い
場
所
の
１
つ
が

勝
山
で
あ
る
こ
と
も
ご
存
知
で
し

た
か
？
ホ
タ
ル
だ
け
で
も
観
光
資

源
に
な
り
得
る
の
で
す
。

■
子
ど
も
た
ち
の
活
動

　
　
　
　

大
人
は
ど
う
す
る
？

　

一
方
、
大
人
が
残
し
た
課
題
を

子
ど
も
が
解
決
す
る
活
動
も
Ｅ
Ｓ

Ｄ
の
１
つ
で
す
。

　

例
え
ば
河
川
の
ご
み
は
、
い
ま

だ
に
大
半
が
大
人
に
よ
っ
て
故
意

に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
人
が

捨
て
た
ご
み
を
子
ど
も
に
拾
わ
せ

る
地
域
に
、
子
ど
も
が
住
み
た
い

と
思
い
ま
す
か
？

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ら

の
手
で
勝
山
を
も
っ
と
住
み
よ
く

す
る
た
め
に
、「
大
人
に
ご
み
を

捨
て
さ
せ
な
い
活
動
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
来
種
駆
除

も
、
本
来
の
勝
山
を
取
り
戻
す
う

え
で
重
要
な
活
動
で
す
。

　

子
ど
も
か
ら
学
び
、
子
ど
も
と

一
緒
に
よ
り
良
い
勝
山
に
す
る
活

動
を
行
う
こ
と
こ
そ
、
勝
山
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
第
一
歩
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

第
27
回

　

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
加
盟
と
こ
れ
か
ら
の
活
動

■
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
・

フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
が
大
繁
殖

　

も
と
も
と
勝
山
に
は
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
外
来
生
物
は
、
そ
の

繁
殖
力
の
強
さ
か
ら
在
来
種
の
生

育
を
阻
害
し
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す

植
物
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
外
来
生
物
の
駆
除
が
少
し
ず

つ
進
ん
で
い
ま
す
が
、
引
き
続
き

駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
で
き

る
限
り
花
期（
種
子
が
で
き
る
前
）

に
、1
本
1
本
根
か
ら
引
き
抜
き
、

ご
み
袋
に
入
れ
て
燃
や
せ
る
ご
み

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

外
来
生
物
の
駆
除

外外外
来来来
生生生生
物物物物物物
ののの
駆駆駆駆駆
除除除除除

オオキンケイギクフランスギク

　

第
47
回
全
国
ホ
タ
ル
研
究
会
福

井
県
か
つ
や
ま
大
会
が
次
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
▼
６
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰

会
場
▼
教
育
会
館
、
市
民
会
館
他

※ 

６
月
21
日
㈯
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
無
料
で
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す

日 

程
▼
21
日
㈯　

市
民
会
館

• 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
（
勝
山
高
校
日
本
文
化
部
）

午
前
９
時
30
分
〜

• 

小
学
生
に
よ
る
活
動
発
表

　
　
（
鹿
谷
小
学
校
参
加
）

 

午
前
10
時
45
分
〜

•
研
究
発
表 

午
後
1
時
〜

問　

浄
土
寺
川
の
ホ
タ
ル
を

守
る
会 

会
長　

松
山
信
裕

☎
87
‐
０
５
５
３

環 境 特 集

全
国
ホ
タ
ル
研
究
会

全全全
国国国国
ホホホホ
タタタタ
ルルルル
研研研研研
究究究究究
会会会会

開
催
の
お
知
ら
せ

開開開
催催催催
のののの
おおおお
知知知知知
ららららら
せせせ
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■
赤
と
ん
ぼ
調
査

　

勝
山
市
で
は
、
全
国
的
に
激
減

し
て
い
る
赤
と
ん
ぼ
が
、
現
在
で

も
非
常
に
多
く
見
る
こ
と
が
で
き

る
希
少
な
地
域
と
し
て
の
特
徴
を

活
か
し
、
４
年
前
か
ら
「
赤
と
ん

ぼ
と
共
に
生
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
生
物
多
様
性

の
保
全
と
環
境
保
護
の
観
点
か

ら
、
赤
と
ん
ぼ
の
発
生
数
や
移
動

ル
ー
ト
な
ど
の
調
査
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
市
内
全
小
学
校
が
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
赤
と
ん
ぼ
の

調
査
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

■
各
小
学
校
の
取
り
組
み

　

勝
山
市
の
各
小
学
校
で
は
、
環

境
教
育
を
中
心
と
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ

（
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
教

育
）
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
環
境
学

習
を
中
心
に
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
内
容
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

•
成
器
西
小
学
校

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
環
と
し
て
学
年
ご

と
に
勝
山
市
の
良
い
と
こ
ろ
（
自

然
・
産
業
・
文
化
）
を
ま
と
め
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
市
外
へ
発
信
し

て
い
く
。

•
成
器
南
小
学
校

　

ホ
タ
ル
の
さ
な
ぎ
の
観
察
。

　

ツ
バ
メ
の
生
態
・
分
布
等
の
観

察
と
ツ
バ
メ
マ
ッ
プ
作
成
。

•
平
泉
寺
小
学
校

　

池
ケ
原
湿
原
の
保
全
活
動
お
よ

び
ヨ
シ
刈
り
、
ヨ
シ
簾
作
り
。

　

地
元
の
フ
キ
採
り
と
販
売
。

•
村
岡
小
学
校

　

北
谷
町
で
の
ミ
チ
ノ
ク
フ
ク

ジ
ュ
ソ
ウ
の
保
全
活
動
。

　

村
岡
山
の
自
然
観
察
と
保
全
活
動
。

•
野
向
小
学
校

　

全
校
高
尾
山
登
山
で
自
然
や
地

形
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
学
ぶ
。

　

ど
ん
ぐ
り
の
植
林
活
動
。

•
荒
土
小
学
校

　

用
水
路
の
水
質
調
査
、
バ
イ
カ

モ
の
繁
茂
状
況
調
査
、
ご
み
の
清

掃
な
ど
。

•
北
郷
小
学
校

　

岩
屋
川
で
の
水
に
関
す
る
調

査
・
学
習
。

　

バ
イ
カ
モ
の
保
全
活
動
。

•
鹿
谷
小
学
校

　

外
来
生
物
等
（
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
、
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
）
の
分
布

調
査
・
駆
除
。
地
域
住
民
へ
の
呼

び
か
け
。

•
三
室
小
学
校

　

川
の
生
物
調
査
・
観
察
。

　

法
恩
寺
山
で
の
赤
と
ん
ぼ
調
査

（
親
子
行
事
）。

■
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
加
盟

　

勝
山
市
内
の
公
立
小
学
校
９
校

と
中
学
校
３
校
が
ユ
ネ
ス
コ
（
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
が
承
認

す
る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
正
式

に
加
盟
し
ま
し
た
。

　

一
自
治
体
の
公
立
小
中
学
校
が

す
べ
て
加
盟
す
る
の
は
県
内
初
で

全
国
で
も
数
例
で
す
。

　

今
後
は
国
内
外
の
加
盟
校
と
交

流
が
で
き
、
環
境
教
育
の
幅
が
広

が
る
こ
と
で
一
層
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推

進
・
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
は
？

　

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
は
、
ユ
ネ

ス
コ
憲
章
に
示
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ

の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
平
和

や
国
際
的
な
連
携
を
実
践
す
る
学

校
で
す
。
文
部
科
学
省
お
よ
び
日

本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
で
は
、

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

推
進
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
世
界
1
8
0
か
国
で
約
1

万
校
が
加
盟
し
て
お
り
、
日
本
国

内
の
加
盟
校
数
は
、5
7
5
校（
Ｈ

26
年
2
月
時
点
）
で
、
1
か
国
当

た
り
の
加
盟
校
数
と
し
て
は
、
世

界
最
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。

フランスギクの観察・駆除（鹿谷小学校）

バイカモ（梅花藻）の観察（荒土小学校）

昨年の赤とんぼ調査の様子（三室小学校）

ミチノクフクジュソウの観察（村岡小学校）

小
学
校
の
環
境
学
習

小小小
学学学
校校校校
のののの
環環環環環環
境境境境
学学学
習習習習習

hisho
環境12%
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水道等メーターの交換

人権擁護委員のご紹介

　水道等メーターは、計量法によって８年（検
定期間）ごとの交換が義務付けられています。(今
年度の交換対象は平成19年度製)
　メーターの交換は、来年３月までに市が委託
した勝山市管工事業協同組合の担当者（市発行
の身分証明書を着用）が行いますので、ご理解
とご協力をお願いします。
＜交換に際してのお願い＞
① ご不在の場合でも、交換のため敷地内に入り
作業させていただきます
② メーターボックスの中や周りに物を置かない
でください
③ メーターの交換は無料ですが、お客様の費用
負担が必要となる場合があります。その場合
は、事前にご連絡します
問　上下水道課（市民会館２階）☎88 ｰ 8109

　4月1日、法務大臣より新たに３名の方が人権
擁護委員に委嘱されました。任期は３年間です。
　　再　天野　恭子 氏（猪野）　
　　新　小寺惠美子 氏（郡町２）　
　　新　伊藤　誠一 氏（旭町１）　
※ 同委員は、交替で人権相談を行っています 
問　未来創造課（市役所２階）☎88 ｰ 1115

第３回 村岡山写真・
　　　絵画コンテスト作品募集
対　　象▶村岡山に関する被写体ならなんでも
部　　門▶写真部門、絵画部門（小学生以下）
様　　式▶写真…２Ｌ以上、
　　　　　絵画…四つ切または八つ切画用紙
申込締切▶10月３日（金）
申・問　村岡公民館　☎88 ｰ 0366

　

兜
院
長
は
、
こ
の
４
月
か
ら
新

体
制
で
の
運
営
が
始
ま
っ
た
福
井

勝
山
総
合
病
院
の
機
能
説
明
と
、

今
年
10
月
か
ら
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
新
た
に
設
置

す
る
こ
と
、
地
域
住
民
や
行
政
・

医
師
会
な
ど
で
構
成
し
病
院
の
運

営
等
に
つ
い
て
話
し
合
う
地
域
協

議
会
を
６
月
末
に
設
置
す
る
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

若
林
医
師
会
長
は
、
か
か
り
つ

け
医
の
高
齢
化
、
医
療
機
関
数
の

減
少
、
福
井
勝
山
総
合
病
院
の
医

師
・
看
護
師
不
足
な
ど
、
勝
山
市

の
医
療
の
課
題
を
あ
げ
、
こ
れ
か

ら
の
勝
山
市
の
医
療
は
、
病
院
と

診
療
所
・
介
護
の
連
携
強
化
、
福

井
勝
山
総
合
病
院
の
充
実
と
利
用

促
進
が
重
要
だ
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
、
旧
福
井
社
会
保

険
病
院
の
公
的
存
続
お
よ
び
奥
越

２
次
医
療
圏
の
存
続
に
向
け
た
こ

れ
ま
で
の
市
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
今
後
も
市
民
、
医
療
機
関
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
医
療

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

■
参
加
者
か
ら
の
声

　

会
場
か
ら
は
、
子
や
孫
の
た
め

に
も
福
井
勝
山
総
合
病
院
を
守
り

育
て
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で

あ
る
と
い
う
力
強
い
発
言
や
、
奥

越
２
次
医
療
圏
か
ら
の
患
者
の
流

出
を
防
ぐ
こ
と
、
病
院
は
医
療
だ

け
で
な
く
地
域
の
雇
用
の
場
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療
を

含
め
地
域
社
会
で
の
役
割
を
病
院

が
ど
う
担
う
か
話
し
合
い
が
で
き

る
地
域
協
議
会
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
つ
ど
い
に
は
、
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
勝
山
市
と
と

も
に
運
動
を
展
開
し
た
大
分
県
由

布
市
、
秋
田
県
能
代
市
、
高
知
市

か
ら
も
病
院
・
行
政
関
係
者
が
12

人
出
席
し
ま
し
た
。

■
ま
と
め

　

最
後
に
尾
身
理
事
長
は
「
地
域

に
は
多
種
多
様
な
協
議
会
が
あ
る

が
、
会
議
を
し
て
も
地
域
は
変

わ
っ
て
い
か
な
い
。
そ
の
大
き
な

原
因
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
自

分
の
利
益
を
押
し
通
そ
う
と
す
る

か
ら
で
あ
る
。
地
域
住
民
全
体
の

た
め
、地
域
が
よ
り
活
発
に
な
り
、

み
ん
な
が
こ
の
ま
ち
に
住
み
た
く

な
る
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
目
標

を
持
ち
、
会
議
で
決
っ
た
こ
と
は

み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
医
療
は
ま
ち
づ
く
り
の

中
で
考
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
は
勝
山
の
い
い
と
こ
ろ
を

感
じ
な
が
ら
、
世
界
と
つ
な
が
る

道
を
つ
く
る
こ
と
は
、
若
い
人
に

と
っ
て
よ
り
一
層
魅
力
の
あ
る
ま

ち
に
な
る
。
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
遠
隔

医
療
を
利
用
す
る
こ
と
で
東
京
に

も
つ
な
が
る
し
世
界
に
も
つ
な
が

る
。」
と
助
言
さ
れ
ま
し
た
。

一般の参加者からの質問

写真右から助言者を務めた尾身氏、伊藤氏
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勝山市制施行60周年・勝山市医師会50周年記念事業

勝山市の医療を考える
つどい開催！

　
「
新
機
構
の
役
割
に
つ
い
て
」

　

講
師　

J
C
H
O
理
事
長

尾
身　

茂 

氏

　

福
井
勝
山
総
合
病
院
を
含
む
、

全
国
57
病
院
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
独

立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進

機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
の
尾
身
茂
理

事
長
に
「
新
機
構
の
役
割
に
つ
い

て
」
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
療

は
「
病
院
完
結
型
」
だ
っ
た
が
、

高
齢
化
が
進
む
中
、こ
れ
か
ら
は
、

患
者
の
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
宅

で
の
生
活
の
た
め
の
医
療
、
い
わ

ゆ
る
地
域
全
体
で
治
し
支
え
る

「
地
域
完
結
型
」
の
医
療
に
変
わ

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
役
割
と
し

て
今
後
次
の
３
点
に
取
り
組
む
こ

と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

① 

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
地
元

医
師
会
、自
治
体
等
と
連
携
し
、

急
性
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
、
介
護

な
ど
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、
時
代
の
要
請
に
応
え
て
い

く
② 

公
的
性
格
の
強
い
独
立
行
政
法

人
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、

地
域
医
療
が
一
歩
で
も
前
進
す

る
た
め
に
貢
献
す
る

③ 

組
織
運
営
に
お
い
て
も
、
透
明

性
を
確
保
し
、
社
会
的
説
明
責

任
を
果
た
し
、
自
立
的
な
病
院

経
営
を
し
て
い
く

　
「
丹
南
地
域
医
療
と

公
立
丹
南
病
院
」

　

講
師　

公
立
丹
南
病
院
院
長

伊
藤　

重
ニ 

氏

　

国
立
鯖
江
病
院
か
ら
公
立
丹
南

病
院
と
な
っ
た
際
、
職
員
の
意
識

改
革
と
活
性
化
に
取
り
組
み
、
現

在
は
常
勤
職
員
数
も
増
え
、
丹
南

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
へ
き

地
医
療
や
災
害
医
療
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、軽
症
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

自
分
の
都
合
だ
け
で
時
間
も
か
ま

わ
ず
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
の

問
題
点
と
し
て
①
時
間
的
・
物
理

的
に
重
症
患
者
へ
の
対
応
に
支
障

が
出
る
可
能
性　

②
医
療
者
側
の

勤
労
意
欲
を
著
し
く
低
下
・
疲
弊

さ
せ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
参
加

者
に
伝
え
ま
し
た
。
そ
し
て
コ
ン

ビ
ニ
受
診
を
減
ら
す
た
め
に
病
院

で
チ
ラ
シ
を
つ
く
り
、
利
用
者
に

配
布
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
地
域
医
療
を
推
進す

る
た
め
に
」

【
パ
ネ
ラ
ー
】

• 

よ
り
よ
い
地
域
医
療
機
能
推
進

機
構
の
創
設
を
目
指
す
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

丸
山　

和
彦 

氏

•
住
民
代
表 

硲　

か
つ
枝 

氏

•
J
C
H
O
福
井
勝
山
総
合
病
院

兜　

正
則 

院
長

•
一
般
社
団
法
人
勝
山
市
医
師
会

若
林 

正
三
郎 

会
長

•
勝
山
市 

山
岸　

正
裕 

市
長

【
助
言
者
】

尾
身　

茂 

氏
、
伊
藤　

重
二 

氏

【
司
会
】 

松
村　

誠
一 

副
市
長

■
各
パ
ネ
ラ
ー
の
発
言

　

丸
山
氏
は
、
市
民
の
立
場
で
病

院
存
続
運
動
に
取
り
組
み
、
全
国

の
住
民
・
病
院
・
行
政
と
連
携
し

た
運
動
に
発
展
さ
せ
、
社
会
保
険

病
院
が
公
的
病
院
と
し
て
存
続
す

る
た
め
の
法
案
の
成
立
に
向
け
た

要
望
活
動
を
行
う
な
ど
、
地
域
医

療
を
守
る
た
め
の
住
民
運
動
の
成

果
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

硲
氏
は
、
自
身
の
体
験
か
ら
健

診
を
受
け
る
こ
と
の
大
切
さ
と
、

地
域
医
療
を
守
り
、
勝
山
で
安
心

し
て
生
活
す
る
た
め
に
、
ま
ず
開

業
医
に
か
か
り
、
入
院
が
必
要
な

と
き
は
福
井
勝
山
総
合
病
院
に
か

か
る
こ
と
（
病
診
連
携
）
の
大
切

さ
を
発
表
し
ま
し
た
。

　５月31日㈯に市民会館大ホールでみだしの講演会・
シンポジウムが開催され、市民および関係者約400人
が参加しました。その内容についてご紹介します。

講

演

会

1

講

演

会

2

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

尾身　茂 氏

伊藤　重二 氏

写真左から丸山氏、硲氏、兜氏、若林氏、
山岸市長
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み
ん
な
で
支
え
る
高
齢
者

み
ん
な
で
支
え
る
高
齢
者

考
え
よ
う　

高
齢
者
虐
待

考
え
よ
う　

高
齢
者
虐
待

　

そ
の
人
ら
し
く
尊
厳
を
も
っ
て

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
、
誰
も
が

望
む
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
現
実

に
は
高
齢
者
の
人
権
を
侵
害
す
る

「
高
齢
者
虐
待
」
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
身
近
に
も

そ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

勝
山
市
で
は
ど
れ
く
ら
い
の

虐
待
が
あ
る
の
？

　

勝
山
市
で
は
、
平
成
22
年
４
月

か
ら
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
、
96

件
の
通
報
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
65

件
が
虐
待
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

様
々
な
形
態
の
虐
待
が
あ
り
ま
す

●
身
体
的
虐
待

　

つ
ね
る
、
殴
る
な
ど
の
暴
行
を

加
え
る
こ
と

●
心
理
的
虐
待

　

の
の
し
る
、
無
視
す
る
、
恥
を

か
か
せ
る
な
ど
精
神
的
苦
痛
を
与

え
る
こ
と

●
経
済
的
虐
待

　

高
齢
者
の
お
金
を
使
わ
せ
な

い
、
意
思
に
反
し
て
使
用
す
る
こ

と
な
ど

●
性
的
虐
待

　

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ

と
、
さ
せ
る
こ
と

●
介
護
の
放
棄
・
放
任

　

空
腹
、
栄
養
失
調
状
態
の
ま
ま

に
す
る
こ
と
な
ど

こ
ん
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

● 

認
知
症
の
父
親
を
介
護
し
て
い

る
が
、
繰
り
返
し
同
じ
こ
と
を

言
う
こ
と
が
多
く
、
無
視
を
し

た
り
強
い
口
調
で
叱
っ
て
し
ま

う
● 

息
子
が
、
介
護
を
し
て
い
る
母

親
の
年
金
を
無
断
で
使
っ
て
し

ま
う

●
食
事
を
十
分
に
準
備
し
な
い

　

こ
の
よ
う
な
積
み
重
ね
が
、
高

齢
者
の
心
身
の
健
康
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
人
や
ご
家
族
だ
け
で

抱
え
こ
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

虐
待
の
原
因
の
一
つ
に
、
介
護

を
す
る
方
の
心
身
の
疲
労
が
あ
り

ま
す
。
一
所
懸
命
に
介
護
を
さ
れ

て
い
て
も
、
長
年
の
介
護
疲
れ
で

虐
待
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用

し
、
ご
家
族
の
心
身
の
ス
ト
レ
ス

を
緩
和
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
県
の
統
計
で
は
虐
待
を

受
け
た
高
齢
者
の
８
割
以
上
に
認

知
症
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。介
護
負
担
の
軽
減
に
は
、

認
知
症
の
正
し
い
知
識
と
理
解
も

大
切
で
す
。

地
域
で
見
守
る
高
齢
者

　

高
齢
者
虐
待
は
身
近
に
起
こ
り

う
る
問
題
で
す
が
、
虐
待
は
受
け

て
い
る
側
も
し
て
い
る
側
も
自
覚

が
な
い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
周
囲
の
人
が
家
族
や
高
齢
者

の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ

き
、
声
を
掛
け
合
う
こ
と
も
虐
待

の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
い
る

家
族
を
孤
立
さ
せ
な
い
よ
う
、
何

気
な
い
声
か
け
を
と
お
し
て
高
齢

者
や
介
護
を
し
て
い
る
方
を
あ
た

た
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
方
に
関
す
る

　

困
り
ご
と
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
や

す
ら
ぎ
」
で
は
、
高
齢
者
の
総
合

相
談
窓
口
と
し
て
様
々
な
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
家
族
の

介
護
で
悩
ん
だ
と
き
や
困
っ
た
と

き
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
気
に
な
る
方
が
い
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
９
０
０

0
5
10
15
20
25
30
35
40

地域包括支援センターへの通報件数

勝山市で起きた虐待の種類　※重複あり
（平成22年度～平成25年度）

平成22年度

身体的虐待

心理的虐待

経済的虐待

性的虐待

放棄・放任

2525
2020

3434

2222 2323

1313 1414
1010

平成23年度 平成24年度 平成25年度

■通報件数
■虐待と判断した件数

■件数

0 20 40 60

3939

1818

2424

1313

00

何度も同じ
ことを言われると
ついかっとなる。

また怒らせて
しまった。なんで
怒られるのだろう？
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ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

始
ま
り
ま
し
た

始
ま
り
ま
し
た
！！！！

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
実
施
期
間
中
に
1
0
0
ポ
イ
ン
ト
達
成
を
め
ざ
し
、

達
成
さ
れ
た
方
は
商
品
が
当
た
る
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
す
。
現

在
3
6
0
人
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

5
月
25
日
に
は
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
開
始
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
血
液

検
査
や
体
力
測
定
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
2
5
0
人
の
方
が
参

加
さ
れ
、
と
て
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
随
時
お
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
申
込
み
が
遅
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
1
0
0
ポ
イ
ン
ト

達
成
が
難
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
!!

問
・
申　

健
康
長
寿
課　

☎
87
‐
0
8
8
8

玉木　圭一さん（39）＝荒土町＝
　　　清美さん（39）
　　　義人くん（10）
　　　誠人くん（8）
　　　志歩ちゃん（4）

（右から）
藤沢　哲子さん（60）

＝滝波町＝
森下　悦子さん（63）

＝片瀬町＝
飯田　公子さん（63）

＝滝波町＝

幸河　啓二さん（58）
　　　清美さん（56）
　　＝毛屋町＝

体力測定の様子

ウオーキング講座の様子

自分の健康を
見直すチャンス!!
夫婦そろって
頑張ります！

家族みんなで
100ポイント目指して

頑張ります!!

100ポイントをためて
景品を勝ち取るぞ!!

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

５
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

５
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

２
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

　

各
地
区
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
細
を
確
認
で
き

ま
す
。

北
郷
地
区

と　

き
▼
６
月
20
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時

と
こ
ろ
▼
北
郷
小
体
育
館

猪
野
瀬
地
区

と　

き
▼
７
月
４
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
▼
林
業
者
体
育
館

遅
羽
地
区

と　

き
▼
７
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
後
４
時
〜

と
こ
ろ
▼
遅
羽
公
民
館

鹿
谷
地
区

と　

き
▼
７
月
13
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
９
時

と
こ
ろ
▼
鹿
谷
児
童
館
ホ
ー
ル

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
演
会

と　

き
▼
6
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
12
時
15
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か
第
１
会
議
室
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6月は
「食育月間」
です。

「第２次勝山市食育推進計画」では３つの基本目標に基づいて食育活動を進めています。

食に親しみ、食を楽しもう！食に親しみ、食を楽しもう！
～食は生きる力～～食は生きる力～

名　称 開　催　日 場　所 販　売　物

大渡
ふれあい市場

4月1日～ 11月末の毎日
6:00 ～ 12:00
※9月の第4日曜日は休み

下荒井橋北詰
（平泉寺町大渡） 地場産野菜、山菜、花

平泉寺大門市 4月中旬～11月23日の毎日
7:00 ～ 13:00

平泉寺歴史探遊館
まほろば横

地場産野菜、山菜、花、黒米、
加工品（かきもち、味噌、せん
べい等）、工芸品

かたせ
四季菜の会

5月中旬～11月末の
毎週日曜日
6:30 ～ 9:00

片瀬町1丁目
市民交流センター内 地場産野菜、山菜、花

鹿谷町鮎の駅

3月中旬～11月
7:30 ～ 18:00
※ 6月下旬～ 10月上旬の期間
は4:30 ～ 19:30

鹿谷町発坂 地場産野菜、山菜、花、鮎の塩
焼き（7月～ 11月）

のむき風の郷
4月1日～ 11月末の毎日
8:30 ～ 12:30
※火曜定休日

野向町龍谷2-21-1 地場産野菜、山菜、スイーツ、
惣菜、えごま商品、手芸品等

かっちゃま
太陽市の会 9:00 ～ 20:00（無休） 勝山サンプラザ

ハニー中吉内

地場産野菜、山菜、花、加工品
（惣菜、かきもち、餅、ジャム、
ジュース等）

　直売所では、勝山産の新鮮で安全・安心な野
菜や、漬物などの加工品等を提供しています。
　丹精こめて作られた旬の味覚をお楽しみくだ
さい。
問　農業政策課（市役所１階）☎88-8106

新鮮・安心な旬野菜はこちらで新鮮・安心な旬野菜はこちらで
～勝山市内の直売所紹介～

①食べる
健全な食生活の実践

②親しむ
地域にあった食生活の実践

③ありがとう
食に感謝する心を育む

朝ごはんを食べましょう 地域で採れる旬の食材を
食べましょう

自然の恵みや生産者に感謝し、
「いただきます」「ごちそうさま」

のあいさつをしましょう
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お知らせします。2つの給付金。

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金
　平成26年４月からの消費税率の引き上げに際し、所得の低い方や子育て世帯の負担を
緩和するための措置として、臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金を支給します。
今後、両給付金の支給対象となる方には申請書、パンフレットなどの書類を市よりお送
りいたします。給付金は、提出された申請書などを確認・審査したのち、ご指定の口座
に振り込みます。

○申請方法
　郵送された申請書に必要事項を記入し、福祉・児童課窓口までご提出ください。その際、次の確認
書類が必要になります。ただし、「子育て世帯臨時特例給付金」の振込先は、原則、児童手当の受取口
座となっており、その場合、⑴、⑵の確認書類は不要です。
⑴ 本人確認書類　運転免許証、健康保険証、住民基本台帳カード、パスポートの写しのいずれかひとつ
⑵口座確認書類　通帳やキャッシュカードの写し
　※公務員の方は、振込先を児童手当の受取口座とした場合でも⑵の確認書類が必要

問　福祉・児童課（すこやか内）☎87 ｰ 0777

○支給要件

臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

支給対象者
　平成26年１月１日現在、市の住民基本
台帳に登録されており、平成26年度の市
民税（均等割）が課税されていない方
※ 平成26年度市民税が課税されている方
に扶養されている場合、生活保護制度の
受給者となっている場合などは対象外

支給額
１人につき１万円
※ 次に該当する方は１人につき5,000円を
加算

• 老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎
年金などの受給者
• 児童扶養手当、特別障害者手当の受給者
など

申請受付期間
　７月下旬～10月下旬予定
　※詳しくは６月お知らせ版に掲載

支給対象者
　平成26年１月１日現在、平成26年１月
分の児童手当（特例給付を含む）の受給者
で、平成25年中の所得が児童手当の所得
制限額に満たない方

対象児童
　支給対象者の平成26年度１月分の児童
手当・特例給付の対象となる児童
※ 「臨時福祉給付金」の対象となる児童、
生活保護制度の受給者となっている児童
などは対象外

支給額
　対象児童１人につき１万円

申請受付期間
　６月23日㈪～９月24日㈬
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　全国的に介護給付費と後期高齢医療費が年々
増加していることに伴い、勝山市の国民健康保
険が負担する額も増加しています。そこで、平
成26年4月からの国民健康保険税の税率を下記
表のとおり改定しました。（税額は下記表①②
③の合計額になります）
　７月中旬に世帯主※あてに納付書を発送しま
すので、納付期限内に納めてください。
※ 世帯主が国保の加入者でない場合でも通知は
世帯主あてに郵送します

　世帯主とその世帯の被保険者の所得が下
記の条件を満たす場合、7割、5割、2割の軽減
措置が適用されています。平成26年4月から軽
減措置が適用される範囲が拡大されました。詳
しくは下記までお尋ねください。
7割軽減 ▶  33万円以下
5割軽減 ▶（33万円＋24万5千円×被保険者数）以下
2割軽減 ▶（33万円＋45万円×被保険者数）以下
※赤字→今回変更箇所

　　　平成26年度勝山市国民健康保険税率等
①医療保険分 ②後期高齢者支援金分 ③介護保険分(40～ 64歳)

所得割額 課税標準額※1×5.7％ 課税標準額※1×1.8％
（課税標準額×1.7％）

課税標準額※1×2.1％
（課税標準額×1.3％）

資産割額 課税標準額※2×23.0％ 課税標準額※2×5.8％ 課税標準額※2×5.0％

均等割額 1人あたり26,000円 1人あたり8,500円
（1人あたり7,500円）

1人あたり9,500円
（1人あたり8,000円）

平等割額 1世帯あたり23,500円 1世帯あたり6,500円
（1世帯あたり6,000円）

1世帯あたり8,000円
（1世帯あたり6,000円）

限 度 額 51万円 16万円（14万円） 14万円（12万円）

※1  (平成25年中の総所得など) － (基礎控除33万円)　　※2  平成26年度固定資産税額（都市計画税を除く）
問　市民課（市役所1階）☎88 ｰ 8102　　税務課（市役所1階）☎88 ｰ 8101

忘れずに納めよう！国民健康保険税忘れずに納めよう！国民健康保険税
国
保

年
金

国民年金保険料の一般免除申請について国民年金保険料の一般免除申請について
納付が困難な時はご相談を！
　保険料を未納のまま放っておくと、各基礎年
金（老齢基礎・障害基礎など）を受給するため
の資格期間及び年金額に反映されず、受け取れ
ない場合があります。
　所得が少ないなど、保険料の納付が困難な場
合には、申請手続きをすることにより、保険料
の納付が免除され受給資格期間等に算定される
制度〔例：（全額又は一部）免除申請・若年者納
付猶予申請〕がありますので、下記までご相談
ください。
申 請場所▶市民課(国保年金グループ)、福井年

金事務所
申 請に必要な物▶印鑑、年金手帳、離職票
又は雇用保険受給資格者証（失業した場合）

●申請受付開始のお知らせ
　平成26年度分※の免除申請が、7月1日か
ら始まります。（※平成26年7月から平成
27年6月の期間対象）
●免除申請期間拡大のお知らせ
　今年4月から免除申請できる期間が拡大
され申請月から2年1ヶ月前まで遡ることが
可能になりました。

未　納 全額免除 一部納付(一部免除) 若年者納付猶予 納　付
障害基礎年金遺族基礎年金

(受給資格期間) ×（入りません） ○（入ります） ○（入ります）※ ○（入ります） ○（入ります）

老齢基礎年金
受給資格期間 ×（入りません） ○（入ります） ○（入ります）※ ○（入ります） ○（入ります）
年金額に計算 ×（されません） ○（３分の１） ○（一部）※ ×（されません） ○（されます）

※ 一部納付保険料を納付していることが前提となります。

問　市民課（市役所1階）☎88 ｰ 8102
　　福井年金事務所　　  ☎0776 ｰ 23 ｰ 4516

今回改定箇所　　（　）内　改定前の税率

年金加入記録の確認ができます！
　これまでの年金加入記録等が確認できる
「ねんきんネット」をご利用ください。
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勝山市男女共同ネットワーク

の　ぞ　み
勝山市男女共同参画キャッチフレーズ

『男女参画　はじめの一歩は　思いやり』

家庭で、職場で、地域で、

男女共同参画社会を目指しましょう男女共同参画社会を目指しましょう
問　勝山市男女共同ネットワーク事務局

（未来創造課内、市役所２階）
☎88 ｰ 1115

会　長　前田　耕一（ソフィア勝山）
副会長　斎藤美穂子（勝山市交通安全母の会）
　　　　水谷　丈男（勝山市教職員組合）
会　計　中野ますみ（勝山市赤十字奉仕団）
庶　務　橋本勢津子（勝山地域ファミリーサービスクラブ）
監　事　山内まり子（JAテラル越前　女性部）
　　　　山場真理子（勝山市消費者団体連絡協議会）
理　事　朝井　　啓（退職公務員連盟勝山支部）
　　　　久保　陽子

（勝山市更生保護女性会・婦人福祉協議会）
　　　　辻　利津子（勝山商工会議所女性会）
　　　　出口百合子（勝山市高齢者連合会）
　　　　藤田　隆寛（（公社）勝山青年会議所）
　　　　矢戸　豊子（勝山市食生活改善推進員連絡協議会）
　　　　山内百合子（勝山農村女性の共同参画を進める会）
　　　　宇都宮美枝子（勝山市職員組合）
個人会員（のぞみサポーター）
　　　　北川　晶子　　松井美穂子　　島田　洋子
　　　　水谷　良恵　　下道　惠子

男女共同ネットワーク メンバー紹介（敬称略）

～６月は男女共同参画月間です～

●男女共同参画パネル展●
と　き　6月9日㈪～ 6月16日㈪
ところ　勝山サンプラザ
内　容　『男女共同参画とは』
　　　　パネルを使った男女共同参画の解説

作　品　募　集
『男女共同参画ポスターコンクール』（市内小中学生）
『家族で取り組む男女参画』（どなたでも）
※ 詳細は市のHPに掲載します。皆さんの作品や
取り組みをお待ちしております

６月23日～29日は「男女共同参画週間」
キャッチフレーズ『家事場のパパヂカラ』

　勝山市男女共同ネットワークでは、男女共同参画
の推進と地域の発展に寄与することを目的として、
様々な活動を行っています。
　今年度は、市内15団体と個人会員５名で構成され、
講座の企画やポスターコンクールの開催など、年間
を通して様々な活動を行います。
　新規団体、新規個人会員も大募集中です！

昨年の展示の様子（左）と街頭啓発の様子（右）

勝山市制60周年記念 市民企画事業勝山市制60周年記念 市民企画事業

今こそ手をつなごう

輝く      の歌物語

と　き　平成26年7月6日㈰
　　　　午後1時開場　　午後1時30分開演
ところ　勝山市民会館大ホール
内　容
○ 劇団ドラゴン・ファミリーミュージカル

　 『ほたるの橋』上演
… 脚本、作詞、作曲、振付などは、全て地元
の方によるオリジナルの作品です。勝山の
歴史や自然、地域における女性の活躍など、
様々なメッセージを発信します。

○ 男女共同参画 新イメージソング
 『ひとが かがやき』発表

　… 勝山の豊かな自然や人の輪を明るく楽しく
歌い上げます。是非、ご一緒に口ずさんで
ください♪

○勝山市男女共同ネットワーク活動紹介パネル展
　… 加盟団体や活動を紹介します。

入場は無
料です。

入場は無
料です。

是非、お
越しくだ

さい。

是非、お
越しくだ

さい。

       のののの男男女女
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かちやまワ
ッショイ2

014

かちやまワ
ッショイ2

014

参加チーム
募集中！！

参加チーム
募集中！！

参加締切　6月27日㈮参加締切　6月27日㈮ルール　
メンバー全員が、手に鳴子や
拍子木など音の出るものを
持って踊ること
音楽や振付に勝山のイメージ
を取り入れること
※ 音楽は自由（ただし、著作
権上の手続きは、各チーム
で済ませておくこと）

参加料　
　１チーム5,000円
　（人数制限なし）
　※ 勝山市民が半数以上のチー
ムは3,000円

参加予定者説明会
　と　き　６月23日㈪
　　　　　午後７時30分～
　ところ　市民会館 第１会議室
申・問
　勝山夏まつり実行委員会
　（観光政策課内）
　☎88 ｰ 8117

グランプリにはグランプリには
　賞金３万円 ＋ 優勝ハッピ　賞金３万円 ＋ 優勝ハッピ

※全チームに参加賞あり※全チームに参加賞あり

と　き　と　き　88月月1414日㈭日㈭
　　　　開会式　午後3時～　　　　開会式　午後3時～
ところ　元禄線通り、ゆめおーれ広場ところ　元禄線通り、ゆめおーれ広場

今年は第10分団今年は第10分団
（鹿谷町管轄）が出場！（鹿谷町管轄）が出場！

福井県消防操法大会福井県消防操法大会

　県大会に向けて、朝４時30分から鹿
谷小学校グラウンドなどで訓練を重ね
ています。
　皆さまのご声援をよろしくお願いし
ます。

と　き▶７月26日㈯
　　　　午前９時40分～
ところ▶福井県消防学校（福井市）

問　消防署　☎88 ｰ 0400

か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

今
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
る

「
か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る

個
人
・
団
体
の
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 
・
問　

観
光
政
策
課
（
市

役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

勝ち山夏まつり
　「かちやまワッショイ2014」

一般審査員募集
　市制60周年を記念して、市民の皆さまから一般審
査員を募集しています。あなたも、熱い夏のひとと
きを一緒に楽しみませんか？
と　　き▶８月14日㈭
　　　　　午後3時～ 6時（チーム数によって変更有）
と こ ろ▶勝山元禄線（深谷クリニック前審査員席）
審査方法▶ 簡単な審査基準をもとに、参加チームの

中から印象に残ったチームを選びます
募集要件▶高校生以上
定　　員▶60名（２名以上の申し込み可）
申込締切▶６月30日㈪
申 ・問　勝山夏まつり実行委員会事務局
　　　　（観光政策課内、市役所２階）☎88 ｰ 8117
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６
月
エ
コ
協
通
信

　

10
地
区
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活

動
の
取
り
組
み
を
順
番
に
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

第
５
回
は
荒
土
町
で
す
。

　

　

荒
土
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会

は
、
町
内
の
遺
産
を
掘
り
起
こ
し
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
歴
史
遺
産
、
自
然
遺
産
、
産
業
遺
産

の
３
つ
の
部
門
に
分
け
て
事
業
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

●
壇
ヶ
城
跡
、
堀
名
銀
山
、
石
灰
山
釜
跡

　

荒
土
町
の
歴
史
遺
産
、
産
業
遺
産
で
あ

る
壇
ヶ
城
跡
、
堀
名
銀
山
に
つ
い
て
は
登

山
道
を
整
備
し
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
は
地
区
の
方
々
が
草
刈
等
の
管
理
と

語
り
部
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
炭
焼
き
窯
復
元

　

平
成
15
年
８
月
、
わ
が
ま
ち
元
気
発
掘

事
業
で
、
炭
焼
き
窯
を
新
道
地
区
の
「
八は
ち

幡ま
ん

谷た
に

」
に
お
い
て
復
元
し
ま
し
た
。
過
去

に
は
数
多
く
の
炭
焼
き
窯
が
あ
っ
た
そ
う

で
、
当
時
を
知
る
戸
倉
の
日
谷
新
一
さ
ん

が
中
心
と
な
り
、
協
議
会
の
総
力
を
も
っ

て
炭
焼
き
窯
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

木
炭
の
製
造
日

数
は
、
約
２
〜
３

週
間
で
、
１
つ
の

窯
か
ら
１
回
３
０

０
ｋ
ｇ
の
木
炭
が

で
き
ま
す
。

　

当
時
、
炭
焼
き
は
山
間
地
区
の
主
要
な

産
業
で
し
た
。
こ
の
窯
で
焼
か
れ
た
木
炭

を
年
の
市
で
販
売
し
た
と
こ
ろ
大
好
評
を

得
て
、「
荒
土
の
炭
」
と
し
て
現
在
に
至

り
ま
す
。
加
え
て
、
年
々
購
入
者
の
増
加

に
伴
い
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
状
態
で

す
。

●
ウ
ド
の
生
産

　

炭
焼
き
事
業
と
併
せ
、
平
成
20
年
度
か

ら
ウ
ド
の
栽
培
、
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

苗
の
植
え
付
け
か
ら
、
本
格
的
な
収
穫

が
で
き
る
ま
で
に
は
３
年
を
要
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
ウ
ド
は
会
員
や
公
民
館
を
訪
れ

る
方
々
に
ふ
る
ま
い
、
少
量
を
量
販
店
に

出
荷
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
問
い
合

わ
せ
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
十
分
販

売
が
見
込
め
る
と
確
信
し
た
こ
と
か
ら
、

平
成
23
年
度
か
ら

「
ウ
ド
の
初
採
り
」

と
称
し
た
収
穫
体

験
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度

も
多
く
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
、
ウ
ド
を

荒
土
町
ひ
い
て
は

勝
山
市
の
新
し
い
特
産
物
に
す
る
た
め
、

炭
焼
き
と
併
せ
、
よ
り
一
層
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

文
章　

荒
土
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り

推
進
協
議
会

問　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

事
務
局　

☎
87
‐
１
０
１
１

　

勝
山
市
で

は
、
平
成
20
年

度
か
ら
「
勝
山

市
田
舎
暮
ら
し
交

流
体
験
事
業
」
を

実
施
し
地
域
住
民

と
都
市
住
民
と
の

交
流
を
図
り
、
農
山

村
の
活
性
化
と
勝
山
フ
ァ
ン
の
拡
大
を
進

め
て
い
ま
す
。
年
々
参
加
者
を
増
や
し
て

お
り
昨
年
度
は
１
５
７
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
６
月
９
日
か
ら
愛
知
県
出
身
の
牧
野
優

さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
更
な
る
地
域
と

都
市
と
の
交
流
を
深
め
る
橋
渡
し
役
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

牧
野
さ
ん
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
東
京
で
行
わ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
で
勝
山
市
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
恐

竜
博
物
館
や
白
山
平
泉
寺
な
ど
歴
史
と
ロ

マ
ン
溢
れ

る
勝
山
市

に
興
味
を

惹
か
れ
た

か
ら
で
す
。

「
こ
れ
か
ら

は
、
勝
山

市
に
移
住

し
も
っ
と

勝
山
市
の

魅
力
を
知

り
、
全
国

へ
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
意
欲

を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
愛
知
県
か
ら
や
っ
て

き
ま
し
た
牧
野
優
で
す
。
私
は
今
後
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
ズ
ム
や
地
域
資
源
の
発
掘
、

情
報
発
信
の
ほ
か
、
農
作
業
等
の
お
手
伝

い
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず

は
、
市
内
の
農
家
さ
ん
な
ど
を
回
り
、
私

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
お
伺
い
し
た
際
に
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
1
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

炭焼の様子

ウドの初採りウドの初採り

はじめまして。地域おこし協力隊です！

地域おこし協力隊とは？

　今、都市に住む人たちが豊か
な自然環境や歴史、文化等に恵
まれた地方に注目しています。
　そういった都市住民を積極的
に地方へ誘致し、その定住・定
着を図ることで、地域力の維持・
強化を図っていくことを目的と
する総務省の制度です。

牧
まき

野
の

　優
ゆう

さん

地域おこし
協力隊員より
ひとこと
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ゆめお－れ来館者60万人突破！
■５月28日　ゆめおーれ勝山

　開館から５年目で入館者数60万人を突破したゆめ
おーれ勝山で、記念セレモニーが行われ、松文保育
園の園児達と、くす玉が開披されました。

大きくなってね！稚鮎の放流
■５月20日　九頭竜川

　鮎釣りのシーズンを目前に控え、勝山市漁業協同
組合が主催して成器南幼稚園と南保育園の園児らが、
約3,000匹の稚鮎を九頭竜川に放流しました。

恐竜の駅（道の駅）の早期建設を要望
■５月19日　市役所

　勝山市が建設を検討している恐竜の駅（道の駅）
の早期建設について、村岡町区長会が要望書を提出
に市役所を訪れました。

　海釣りや魚さばき、シーカヤックなどの体験
を小浜市の子どもたちと一緒に行い、一泊二日
で交流します。申込用紙は担当課窓口にありま
すので、下記までお越しください。
と　　き▶７月22日㈫～ 23日㈬
と こ ろ▶小浜市阿納地区
対　　象▶小学校５・６年生
定　　員▶20名（先着順）
申込締切▶６月30日㈪
費　　用▶1,000円
※ 勝山市子連に加入されていないお子様は、保
険料が別途必要です

申 ・問　生涯学習・スポーツ課（教育会館２階）
☎88 ｰ 8114

小浜市の子どもたちとの小浜市の子どもたちとの
宿泊交流会宿泊交流会

一
昨
年
の
交
流
会
の
様
子

詳しくはWEBで！
「勝山市フォトコンテスト」で検索！

勝山市フォトコンテスト

作品募集中！
締切：平成26年７月31日㈭
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力走！子ども走りやんこ開催！
■５月３日　芳野町

　今年で40回目を迎えた「子ども走りやんこ」が行
なわれました。芳野、沢、冨田各地区の子どもたち
が５チームに分かれ、リレー形式で競いました。

市文化協会が設立50周年
■５月10日　市民会館

　勝山市文化協会が設立から50年を迎え、記念の式
典が開催されました。

ゆめおーれでミュージカル
■５月４日　ゆめおーれ勝山

　ゆめおーれ勝山で開催された「こどもゆめ広場」
の中で、ミュージカル劇団ドラゴンファミリーが「ツ
ルのおんがえし」の公演を行いました。

縄文の里で原始運動会
■５月16日　三室小学校

　三室小学校で毎年恒例の原始運動会が行われまし
た。縄文人をイメージした衣装をつけ、児童たちが
考えたユニークな競技が行われました。

新体育館の起工式開催される
■５月12日　昭和町２丁目

　新体育館建設に向けての起工式が行われ、山岸市
長をはじめとする関係者が参加しました。新体育館
は平成28年度中のオープンを目指します。

今年度のまちづくりを公開審査
■５月18日　教育会館ホール

　わがまち魅力発酵事業に参加する18のまちづくり
団体等が、今年度の事業計画をプレゼンし、補助金
申請内容の審査を受けました。
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西
尾
五
作
氏
頌
徳
碑

　

碑
は
荒
土
町
北
新
在
家
区
の
集
落
の
中
央
の

道
路
沿
い
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
五
作
氏
は
西

尾
喜
一
郎
の
二
男
と
し
て
明
治
45
年

（
1
9
1
2
）
に
当
村
に
生
ま
れ
た
。
15
才
に

な
っ
た
昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
に
故
郷
を
離

れ
東
京
に
出
た
。
菓
子
職
人
を
目
指
し
7
年
間

必
死
に
修
業
し
、
ま
た
資
金
を
蓄
え
た
そ
の
か

い
あ
っ
て
同
9
年
、
東
京
の
台
東
区
浅
草
（
当

時
は
東
京
市
）
で
、
お
菓
子
を
製
造
す
る
「
福

井
屋
」
を
創
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

戦
後
、
昭
和
20
年
に
同
区
の
竜
泉
に
工
場
を

移
転
新
築
、
25
年
に
は
社
名
を
「
福
井
製
菓
株

式
会
社
」
に
変
更
し
た
。
会
社
は
順
調
に
業
績

を
あ
げ
、
同
42
年
に
は
埼
玉
県
草
加
市
弁
天
町

に
工
場
を
新
築
し
た
。
翌
年
に
は
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
製
造
を
始
め
た
。

　

五
作
（
改
名
し
健
次
）
氏
は
生
来
温
厚
篤
実

な
性
格
で
神
仏
へ
の
信
仰
心
が
こ
と
の
ほ
か
篤

か
っ
た
。
越
前
は
真
宗
王
国
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
氏
も
幼
少
よ
り
浄
土
真
宗
の
教
え
の
下
に

育
っ
た
。
事
業
に
成
功
し
た
氏
は
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
道
場
（
公
民
館
）

の
建
築
や
梵
鐘
、
折
敷
な
ど
一
式
を
寄
進
し
た
。

こ
の
功
績
に
対
し
区
で
は
昭
和
39
年
、
区
の
祖

霊
を
鎮
め
ま
た
区
の
安
泰
を
祈
り
、
あ
わ
せ
て

五
作
氏
の
偉
徳
を
永
遠
に
伝
え
る
た
め
頌
徳
碑

を
建
て
た
。
碑
に
は
そ
の
経
緯
と
氏
の
簡
単
な

履
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
書
は
当
時
の
福
井
県

知
事
北
栄
造
の
手
に
な
る
。

　

昭
和
60
年
に
氏
が
亡
く
な
っ

た
後
は
長
男
の
守
利
央
氏
が
会

社
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
の
社
名

は
「
株
式
会
社
フ
ク
イ
」
で
、

本
社
は
埼
玉
県
草
加
市
天
神
町

に
あ
る
。「
ポ
ッ
プ
ラ
イ
ス
チ
ョ

コ
」「
柿
種
の
チ
ョ
コ
」
な
ど
、

主
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
製
造
販

売
す
る
会
社
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

市
史
編
纂
室　

山
田
雄
造

「南極日和」
～極地を「仕事」に

する人たち～

「花粉症のない
未来のために」

「はじめての
梅しごと手帖」

～少量でも
おいしくできる～

「南極日和」制作班／著
実業之日本社

金治　直美／文
佼成出版社

若山　曜子／著
家の光協会

南極のイメージといえば、氷山？ペンギン？
それとも南極観測隊？本書では南極の基礎
知識をはじめ、観測隊員の仕事や、その仕
事を選んだ理由、どんな気持ちで職務に就
いているのかについて紹介。さらに美しい
風景写真も収録された、好奇心がわく１冊。

花粉症の大元であるスギの木だが、花粉
をつけない「無花粉のスギ」が開発され
た。それはどうやってつくられたのか？
「人とスギとの共生」を目指し、学生時
代からひたすら無花粉スギの研究に取り
組んだ、斎藤真己さんの20年を追う。

はじめての人はもちろん、仕事で忙しい
人や、マンション暮らしの人も気軽に、梅
しごとを。ポリ袋でつくる少量漬けの梅干
しのほかに、５００ｇからつくれる梅酒、梅
シロップ、梅ジャムのレシピと、それらを
使った料理を紹介。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成26年5月末 前年比

総件数 216件 －8件

人身事故
（うち高齢者）

21件
（4）

－1件
（－2）

死　者
（うち高齢者）

0人
（0）

－1人
（－1）

傷　者 25人 ＋4人

物損事故 195件 －7件

６月の納税

4月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 5月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,969人 7 －13 －6 11 －20 －9 11,954人 －15人
女 13,124人 9 －17 －8 15 －19 －4 13,112人 －12人
合　計 25,093人 16 －30 －14 26 －39 －13 25,066人 －27人
世帯数 8,084世帯 8,090世帯 6世帯

人口の動き

市・県民税▶第１期
納期限▶６月30日㈪　口座振替▶６月26日㈭

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪13
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小
学
生
の
交
通
事
故
防
止

〜
５
月
か
ら
夏
に
増
加
〜

　

例
年
県
内
で
は
、
５
月
か

ら
夏
休
み
期
間
中
に
か
け
て

小
学
生
が
怪
我
を
負
う
交
通
事

故
が
増
加
し
ま
す
。
過
去
５
年

間
の
平
均
で
は
、
全
件
数
の
ほ

ぼ
半
数
が
こ
の
時
期
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

勝
山
市
内
で
も
、
過
去
５
年

間
の
平
均
で
、
１
年
間
に
２
人

の
小
学
生
が
事
故
で
怪
我
を

負
っ
て
い
ま
す
。

【
事
故
の
特
徴
】

　

事
故
の
多
く
は
、
次
の
時
間

帯・原
因
な
ど
で
起
き
て
い
ま
す
。

•
午
後
２
時
か
ら
午
後
６
時

•
登
下
校
、
遊
戯
中
、
訪
問
時

•
飛
び
出
し
の
事
故

【
ご
家
族
の
方
へ
】

• 

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
見
本

と
な
り
ま
し
ょ
う

• 

通
り
道
や
遊
び
場
所
に
応

じ
た
指
導
を
し
ま
し
ょ
う

• 一
緒
の
時
は
目
や
手
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

• 

自
転
車
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う

リ
ュ
ウ
ピ
ー
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

　

絶
滅
危
惧
植
物
ミ
ズ
チ
ド
リ
を

保
全
す
る
た
め
に
ヨ
シ
を
刈
り
取

り
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

と　

き
▼
６
月
28
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時

※ 

小
雨
決
行
、
実
施
の
有
無
は
当

日
の
午
前
８
時
以
降
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

集　

合
▼
池
ヶ
原
湿
原
駐
車
場

（
奥
越
高
原
牧
場
の
隣
）

主　

催
▼
池
ヶ
原
湿
原
連
絡
協
議
会

持 

ち
物
▼
草
刈
り
鎌
（
お
持
ち
の

方
）、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

問　

県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

☎
67
‐
１
６
６
５

　

勝
山
市
幼
稚
園
父
母
の
会
連
合

会
主
催
で
、「
子
ど
も
た
ち
の
発
達

に
つ
い
て
」
を
演
題
に
福
井
大
学

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究
セ

ン
タ
ー
特
命
助
教
の
藤
澤
隆
史
氏

が
講
演
し
ま
す
。（
託
児
あ
り
）

と　

き
▼
６
月
29
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か
第
１
会
議
室

問　

勝
山
中
部
幼
稚
園

☎
88
‐
１
２
７
１

　

ア
メ
リ
カ
風
に
初
夏
の
休
日
を

過
ご
し
な
が
ら
、
国
際
交
流
を
し

ま
せ
ん
か
？

と 　

き
▼
６
月
29
日
㈰　

午
後
１

時
30
分
〜
４
時
（
雨
天
決
行
）

と 

こ
ろ
▼
勝
山
恐
竜
の
森　

テ
ィ

ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
広
場

内 　

容
▼
ア
メ
リ
カ
風
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
、
ゲ
ー
ム
大
会

定　

員
▼
40
名（
先
着
順
、要
申
込
）

※
小
学
３
年
未
満
は
保
護
者
同
伴

参
加
費
▼
８
０
０
円（
含
保
険
代
）

申
込
締
切
▼
６
月
25
日
㈬

申 
・
問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所

２
階
）
☎
88
‐
１
１
１
５

と　

き
▼
７
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
３
階

第
４
研
修
室

内 　

容
▼
夏
に
向
け
た
省
エ
ネ
対

策
に
つ
い
て
（
予
定
）

講　

師
▼
エ
コ
プ
ラ
ン
ふ
く
い

※ 

市
民
大
学
受
講
者
に
は
１
単
位

認
定
し
ま
す

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

　

☎
88
‐
８
１
０
４

ミ
ズ
チ
ド
リ
を
育
む

ヨ
シ
刈
り
活
動

ア
メ
リ
カ
風
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
＆
ゲ
ー
ム
大
会

省
エ
ネ
講
座

第
36
回

幼
児
教
育
研
究
大
会

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

子
ど
も
に
怪
我
は
つ
き
も
の

で
す
。
切
り
傷
な
ど
で
出
血
が

続
く
場
合
、
血
を
見
る
と
慌
て

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
落
ち

着
い
て
何
を
し
た
ら
良
い
か

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
家
庭
内
で
で
き
る
処
置

① 

傷
口
は
よ
く
洗
い
流
し
ま

し
ょ
う

　

す
り
傷
、
切
り
傷
、
刺
し
傷

な
ど
の
傷
は
、
水
道
水
で
で
き

る
だ
け
中
ま
で
よ
く
洗
い
流
し

て
く
だ
さ
い
。

② 

刺
さ
っ
た
も
の
が
中
に
残
っ

た
と
き
は
、
病
院
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い

③ 

出
血
が
多
少
続
い
て
い
る
と

き
は
、
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
な
ど

で
し
ば
ら
く
傷
口
を
圧
迫
し

て
か
ら
絆
創
膏
を
貼
り
ま

し
ょ
う

■
こ
ん
な
と
き
は
病
院
へ

•
出
血
が
止
ま
ら
な
い
時

• 

骨
が
皮
膚
か
ら
見
え
る
ほ
ど

の
ケ
ガ

• 

傷
口
が
広
範
囲
も
し
く
は
深

い
（
縫
合
が
必
要
な
も
の
）

• 
ガ
ラ
ス
片
な
ど
を
踏
ん
で
出

血
し
た

• 

動
物
な
ど
に
噛
ま
れ
た
キ
ズ

■
こ
ん
な
と
き
は
救
急
車
を

• 

目
が
う
つ
ろ

• 

皮
膚
が
青
白
い

• 

呼
吸
が
速
く
浅
い

• 

脈
拍
が
弱
い

• 

鮮
や
か
な
色
の
血
が
、
脈
に

合
わ
せ
て
噴
き
出
る

※ 

福
井
県
こ
ど
も
急
患
セ
ン

タ
ー
で
は
出
血
な
ど
の
外
科

的
症
状
は
対
応
で
き
ま
せ
ん

問 　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か

内
）
☎
87
‐
０
８
８
８

出　

血　

編

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

ショック状態！！
　119番または
　　　　　病院へ


